
場所

人文知から観た文理融合

ヒトゲノム情報の革命がもたらした
日本列島人史研究の新展開

言語調査における連携･協力
　～八丈島・岡崎市・鶴岡市などの調査から

オーロラと人間社会の過去・未来・現在

パネリスト

モデレーター

データから情報へ。情報から知へ。知の触発によって見えるものは何か。
大学共同利用機関法人である人間文化研究機構と情報・システム研究機構は、
これまで、両機構の連携・協力による共同研究を行ってまいりました。
本年度、両機構は、連携・協力推進に関する協定を締結し、文理融合研究をさらに進めていくことを確認いたしました。
今回の連携・協力推進協定締結を機に、さらに新たな知の創造、異分野融合の促進、新領域の創出を推進してまいります。
本シンポジウムによって、両機構が、文と理にまたがる多様な分野で、興味深い、先進的な研究に取り組んでいることを
実感していただきたいと思います。多数の皆さまのご来場をお待ちしております。

手話
通訳付

情報と知の体系化
～異分野融合で何をつくるか～

人文知による

2018年（平成30年）

2月26日月
13:30▶17:10
開場13:00
ポスター展示13：00▶17:45

2018年
1月10日水▶2月21日水

日時

参加募集期間

一橋講堂
 〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋２－１－２
 　　　　　　　　　　　　学術総合センター内
 東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線
 　神保町駅（A8・A9出口）徒歩4分
 東京メトロ東西線　竹橋駅（1b出口）徒歩4分

学術総合センター内
一橋大学一橋講堂
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神保町駅九段下駅

白
山
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皇居

如水会館●

小学館（A8出口）■

パレスサイドビル
(1b出口 )■

　東京パークタワー
■（A9出口）

半蔵門線

東
西
線

都営三田線

都営新宿線

主催／人間文化研究機構、情報・システム研究機構　　後援／文部科学省 ●お問合せ
機構合同シンポジウム事務局

℡ 03-5925-2840
E-mail:2018sympo@adthree.net

参加費
無料
〈要申込・先着順〉

基調講演

事例紹介1

事例紹介 2

事例紹介 3

立本 成文 人間文化研究機構長

斎藤 成也 国立遺伝学研究所 教授

木部 暢子 国立国語研究所 教授

片岡 龍峰 国立極地研究所 准教授

藤井 良一 情報・システム研究機構長 
斎藤 成也 国立遺伝学研究所 教授
木部 暢子 国立国語研究所 教授
片岡 龍峰 国立極地研究所 准教授
佐藤 洋一郎 人間文化研究機構 理事

機構合同シンポジウム
第32回人文機構シンポジウム／情報・システム研究機構シンポジウム

パネル討論

14：15

13：35

16：05

●人間文化研究機構サイトからのお申込み

●情報システム研究機構サイトからのお申込み

http://www.nihu.jp/ja/event/symposium/32/

http://www.rois.ac.jp/sympo/2017/

参加申込


